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かつてIvanlllichが、すぐれた教育制度の下では、本当に誰もが自由に論じることができ、それ

らのすべてが十分に役立つものとなるように近代的科学技術が用いられるべきである、と訴えてヴァ

ナキュラーなWEBSの概念を示した。演者らは教育現場でWEBを有効に用いるために、ContentsMS､と

してXOOPSを用い、CourseＭ・Ｓ､としてmoodleを用いてきた。その特徴を分析し、二つのCMSを発展さ

せたLearningMS､としてＨATA（機）を提唱する。
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IvanIllichinsistedthatinoHdertoovelcomeasocietywhe妃truefiCedomofdiscussionisstillralaschool

systcmsmustemploytechnologyinleamingtoitsfUllesttoovercomethesituation20yearsafterIllichis 

fatefmplea，ｔｈｅａｐｐｃａｍｎｃｅｏｆｔｈｅＷＯＩｌｄＷｉｄｅＷｅｂｈasmadeitpossiblefOrthcp１℃scmelstousetwoWeb 

applications，ＷＸＯＯＰＳＩｉ，ｔｈｅＣＯＮＴＥＮＴＭａｎａｇｃｍｅｎｔＳｙｓｔｅｍ，andIMoodlei，，theCOURSEManagemcnt 

System，tohelpmaketheirworkmolCeffective・WewillpresentananalysisoftheirspecificfeatuIes,and

presentaplanfOrthedevelopmentofanewLEARNINGManagementSysteｍｗｅｃａｌｌ１ｉＨＡＴＡ１ｉ． 

１．はじめにタファーに、電子掲示板・チャット・書

かねてから高等教育が知識伝達教育か類保管所・教材データベース・学習診断

ら思考訓練教育に代わらなければならなツールなどが加わり学校のデジタル化が

いことを演者の一人伊津は主張してきた。進行している。ただこれも教員中心の中

この思考訓練型の教育を行うためには多央集権的な体系である。従来からの教室

人数より少人数が望ましく、これを補足における集団知識教育のメタファーを投

するためにコンピュータを使ったCAIやげ捨て、教育のパラダイムシフトを実現

Ｅラーニング授業の導入を志向してきた。させることが大切である。教師中心の教

現存する高等教育の集団学習の場は、青から学生中心の学習へパラダイムジャ

教壇に立つ教師・座席に座る学生・'情報ンプが求められ、成熟したＩＣＴがそれを

提示の黒板(OHP）によって成り立ち、教可能にした。

員中心の教育体系が形成されてきた。そ２．XOOＰＳの教育への適用

の後CAIやＥラーニング化の中で教室〆演者らは、ContentsMS・のXOOＰＳを教
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育用ダイナミックなポータルサイト構築XOOＰＳのような一般社会で普及する多

に2003年から使用した。ユーザ管理機目的用途のソフトウェアを教育目的に改

能、サイト内コンテンツの検索機能、掲変する際には一層この要素が重要になる。

示板機能、投票機能、サイトリンク集構オープンソースの中でもＧＰＬは使用者に

簗システム、ニュース投稿システムなどとっての自由度が最も高いライセンスで

である。これらの基本機能プログラムはある。この下に公開されるＣＭＳである

モジュール管理システムによってコントXOOＰＳやMoOdleを導入し、Ｅラーニング

ロールされ、新たなプログラムの追加をサイトを作る時、ある教科の学習者が、

モジュールの作成という定式化した方法自らの学習環境を改善することが可能に

で行うことができる。また教材提示モジューなるのである。

ルには第三者が開発したWF-Sectionwoこの過程を通して、従来の教育と学習

用いた。このモジュール開発は、全てのの場においてステレオタイプ的に扱われ

XOOPS利用者が行うことができる。公式てきた、教え、教えられる関係の見直し

サイトユーザーは２００５年８月に15000と２１世紀型の教育学習の場としてのモデ

人に達した。コルを提示する。

３．MoodleによるＥラーニング５．Ｌ・Ｍ・Ｓ『HATA』（機）

演者の一人伊津は、2006年春学期担当1970年にIvanI11ichが「脱学校の社

の授業の内５教科でContentsMSの会」の原著で、『すぐれた教育制度の下

XOOＰＳからCourseＭ・Ｓ・のMoodleに切りでは、本当に誰もが自由に論じ、自由に

替えた。これは学生が受講する教科だけ集会を持ち、自由に報道ができるようIこ

のコースに集中することを重視したためし、またそれゆえにそれらのすべてが十

である。Moodleはコンピュータを使った分に役立つものとなるように近代的科学

授業支援やＥラーニングとして自主的に技術が用いられるべきである。』と訴え、

学習する環境を提供する教師に大変便利ヴァナキュラーな,,WEBS,，の概念を示し

なツールである⑳た。演者らはIllichが主張した「教え教

４．パラダイムジャンプえられる関係』を生み出すCourseＭ・Ｓ・を

演者らが認識しているＥラーニングにXOOＰＳとMoodleに求めてきたが、それぞ

使われるCMSは、Moodle、XOOPS、CEAS、れの個`性を生かしたLearningM･S・の必要

Sakai、exCampus、CFIVE、Blackboard、性を痛感した。

WebCT、NetCommonsなどである。これら『教え教えられる関係』は利用者が容

の中でソースコーＦが公開されたオープ易に運用者や開発者に移り変われる簡便

ンソースのソフトウェアを教育機関の環な管理運用だけでなく、たやすいシステ

境に適用することは、開かれた教育にとつムの改変やモジュールの開発が可能な仕

て不可欠な要素である。すなわち、使っ組みが求められている。これを実現する

ている道具を分解し、その仕組みを解明ために、ContentsMS・のCode-Plusを開

し、再び組み立て、あるいは別種の道具発し、ここにCourseMS・のＨＡＴＡを組み

に発展させることが出来るからである。込むプロジェクトを進めている。
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